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トップ画面

起動後すぐの画面です。

設定：設定の画面を開きます。

全チェック：ハンディに送るマ
スタ全てを選択します。

全チェック解除：ハンディに送
るマスタ全ての選択を解除し
ます。

HTデータ閲覧：ハンディから
受信したデータを閲覧します。

無線マスタ作成：無線通信用
のマスタを作成します。

送信：クレードルに置かれ、接
続されたハンディに選択したマ
スタを送信します。

受信：接続されたハンディから
データを取得します。

終了：終了します。



設定画面

メイン画面の設定のボタンを押すと開く画面です。

大臣のデータの取得、登録方法をCSVにすると、設定ボタンから右画面が開けます。



設定画面
ハンディ関連

　ポート番号：ハンディと通信を行うポート
を設定します。ポート検索ボタンで、接続
されているポートを検索します。

　IPアドレス：無線通信を行う際に設定し
ます。使用するハンディのIPアドレスを入
力してください。

データパス関連

　ハンディ受信フォルダ：ハンディから受信
したデータを保存する場所を選択します。

　ハンディ送信フォルダ：ハンディに送るマ
スタファイルを保存する場所を選択します。

　ハンディデータバックアップ：ハンディか
ら受信したデータのバックアップ先を指定
します。

大臣関連

　大臣データ取得・登録方法：大臣とのデー
タのやり取りを、ODDSで行うかCSVで行
うか選択します。



設定画面 大臣とのデータのやり取りを、CSVで行う際の設定です。

取得ファイルデータパス：大臣から出力さ
れたマスタファイル等の置かれた場所を
指定します。

出力ファイルデータパス：ハンディで入力
されたデータを大臣用に変換されたファ
イルの保存先を指定します。

取得ファイル名：大臣から取得した際の
ファイルの名称を、各マスタ、伝票ごと
に設定します。

※この指定が間違っていると、マ
スタデータの取得が行われなくな
りますので、ご注意ください。



マスタ送信・データ受信

送信ボタンを押すと、現
在選択されている（チェッ
クの入っている）マスタ
をハンディに送信します。

受信ボタンを押すと、ハ
ンディで入力されたデー
タをPCで取得します。

無線マスタ作成ボタン
では、ハンディが無線
対応であった場合に、
無線経由でマスタを取
得するために、別にマ
スタを作成します。

※ハンディをクレードルに設置しておいてください。設置していないと、接続されていないと判断され、
メッセージが表示されます。



マスタ送信・データ受信

マスタ送信・データ受信の際は、四角に囲まれた場所の文字をよく見ていてくださ
い。上画像の文字が出ているときは、ハンディをクレードルから外さないでください。



ハンディデータ閲覧画面
この画面では、ハンディから受信したデータを、大臣に登録する前に確認することができます。

タブを変更して、各データを見ることができます。

全データを登録：ハンディ
から取り込んでいて、ま
だ大臣に登録していな
いデータを全伝票、登録
します。

選択データ登録：現在見
ている伝票データのみ、
大臣に登録します。

（この画面でこのボタン
を押すと、仕入・発注デー
タのみが大臣に登録さ
れます）



販売大臣

販売大臣を開き、データ
入出力を押すと、左上
の画面になりますので、
マスタファイルを出力し
たいときは、マスターデー
タ作成、伝票データを出
力したいときは、伝票デー
タ作成ボタンを押してく
ださい。

逆に、事務次官から大
臣用のCSVに変換した
ファイルを登録したい場
合は、データ受入ボタン
を押してください。

事務次官の設定で、取得、登録方法をCSVにした場合にご覧くださ
い



マスターデータ作成

マスターデータ作成ボタンを押すと、この画面が表示さ
れますので、タブを移動しながら出力したいファイルに
チェックを入れて、作成ボタンを押してください。

何も選択していないと、作成ボタンを押すことはできま
せん。

事務次官では、

・担当者マスタ（担当者・部門タブ）

・得意先マスタ（得意先タブ）

・仕入先マスタ（仕入先タブ）

・商品マスタ（商品タブ）

・倉庫マスタ（倉庫・計算式タブ）

・商品在庫マスタ（商品タブ）

を取り込み、変換してハンディに送信しています。



伝票データ作成
伝票データ作成ボタンを押すと、この画面が表示され
ますので、タブを移動しながら出力したいファイルに
チェックを入れて、作成ボタンを押してください。

何も選択していないと、作成ボタンを押すことはできま
せん。

事務次官では、

・受注伝票（売上タブ）

・発注伝票（仕入タブ）

を取り込み、変換してハンディに送信しています。



データ受入
データ受入ボタンを押すと、この画
面が開きます。

受入を行いたい伝票を選び、チェッ
クを入れてください。この際、受入
元のパスは、事務次官で設定した
パス、ファイル名にしてください。

受入を行いたい伝票を選び、受入
開始ボタンを押すと、受入が始まり
ます。
事務次官では、

・売上伝票

・仕入伝票

・受注伝票

・発注伝票

・倉庫間移動伝票

・在庫（棚卸）

・入金伝票

・受注売上伝票（売上伝票）

・発注仕入伝票（仕入伝票）

を作成するようにしています。



受注・発注残確認

受注・発注を行った商品で、その商品をすべて仕入れ、売上げていない商品を確
認する際に、使用します。



受注・発注残確認

この画面は商品別の受注残一覧です。赤い四角で囲まれた場所に書かれた数字が、
受注していて、まだ売上げていない商品の数量です。



各種マスタ

受注データ

発注データ

・ハンディを通信ユニットにセットしてください

・通信ユニットとパソコンをＵＳＢケーブルで接続してく
ださい送信したい項目にチェックを入れて[送信]ボタンをクリック

←アイコンをダブルクリックして「販売事務次官」を起動

各種マスタ

受注データ

発注データ

ハンディが無線対応機の場合、無線マスタ作成ボタンからマスタを作成し、ハンディでマスタ等を無線
受信をすることができます。

その際は、設定でハンディのIPアドレスを正しく設定しておいてください。

【大臣のデータをハンディへ送信する場合】



←アイコンをダブルクリックして「販売事務次官」を起動

・ハンディを通信ユニットにセットしてください

・通信ユニットとパソコンをＵＳＢケーブルで接続してく
ださい

①、②の手順で進んでください

①［受信］ボタン押すとハンディ内の全てのデータを受信します
※項目チェックは不要です

各種データ

①②

②［HTデータ閲覧］ボタン押すと受信されたデータを確認できます

各種データ

各タブをクリックして確認→

［全データを登録］ボタン

全データを大臣に登録します

［選択データを登録］ボタン

タブごとに大臣に登録します

【ハンディのデータを大臣へ送信する場合】


